
政策の柱 政策名 17　安全な生活環境の確保と環日本海地域の環境保全

政策目標

主な事業等 （単位：千円）

施策 内容
【参考】

R5予算額
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　・大気環境計画の推進
　　　スターウォッチング（星空観察会）の開催など、関係団体と連携した取組みの推進

　・富山湾水質保全対策推進費
　　　工場・事業場による汚濁原因物質の排出抑制及び富山湾水質保全のための取組み
　　　「プラスワンアクション」の促進

　・水生生物保全のための水質環境調査
　　　水生生物保全のための環境基準項目に係る河川水質の常時監視の実施

　・漁場環境監視調査などの漁場水質保全対策の実施

「元気とやま創造計画アクションプラン（R5年度版）」

安心とやま

県民一人ひとりが高い環境保全意識を持ち行動することで、本県が誇るきれいでさわやかな大気、豊
かで清らかな水など安全で健康的な生活環境が確保されるとともに、環日本海地域において国連機
関や自治体等が連携した環境保全の取組みが着実に進められていること。

(1)監視体制や発生源
対策の強化など安全
で健康的な生活環境
の確保

■大気保全対策の推進

　・大気常時観測局機器整備費
　  　－大気汚染常時観測局（19局）における連続的な監視
　　  －微小粒子状物質（PM2.5）の測定、成分分析の実施
　　　－大気汚染監視テレメータシステムの運用、緊急時の一斉メール配信システムの運用

　・エコな配達推進事業（再掲）
　　　県民・事業者・行政が連携協力して、再配達削減のための啓発や効果測定を実施

■水質保全対策の推進

　・公共用水域水質保全対策推進費（一部）
　　　27河川、3湖沼及び2海域の水質調査

■騒音対策の推進

　・交通騒音対策推進費
　　   自動車騒音の常時監視、新幹線鉄道騒音などの調査の実施

■地下水保全対策の推進

　・地下水水質環境調査費
　　　平野部全域(76地点)における地下水質の監視

　・地下水指針推進費（再掲）
　　　地下水指針の改定、テレメータシステムによる地下水位観測データのリアルタイム情報提供

■放射能調査・監視体制の強化

　・放射能調査費
　　　環境放射能の水準調査（空間放射線量、降下物、水道水等）の実施

■環境汚染事故に対する適切な対応の推進

 　・水質汚濁事故対策事業
　　　 事故防止の注意喚起チラシの配布及び水質汚濁事故対策訓練の実施

■効率的な汚水処理の整備促進

　・汚水処理施設の整備の推進
　　　 －下水道事業（流域下水道、公共下水道）の推進
　　　 －農山村地域等の集落排水事業（農村下水道）の推進
　　　 －浄化槽整備事業の推進

　・【拡】みんなで取り組む漂着ごみ対策事業
　　　G7教育相会合に向けた清掃活動の呼びかけ、とやま海ごみボランティア部の活動促進

　・とやまの清らかな水環境保全活動促進事業
　　　環境観察会、名水巡りツアー等を実施し、若者・子どもの水環境保全活動への参加を促進

　・【新】河川における大腸菌数環境基準未達成対策実証事業
　　　河川の大腸菌数環境基準未達成の原因調査や対策の検討などの実施

　・伏木富山港（富山地区）港湾公害防止対策事業
　　　富岩運河等におけるダイオキシン類対策の実施

　・ダイオキシン類対策事業
　　  富岩運河等ダイオキシン類対策検討委員会等の開催

■化学物質対策の推進

　・化学物質対策推進費
　　  化学物質の環境への排出量等の把握及び公表

■ダイオキシン類汚染底質の改善対策の推進

(2)環境学習の充実と
地域での環境保全活
動の活性化

■環境学習の充実及び環境保全活動の推進
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＜参考＞
活動指標

2,076人 2,500人 5,000人

0人

(169人※）
100人 100人

指標名
現況

R3年度

目標

指標の説明

環境観察会や地下水の講習会、エコドライブ体験
会等に参加した環境保全活動取組み者数

環境保全活動への取組み者数

(4)国連機関や北東ア
ジア地域の自治体等
と連携した国際環境
協力の推進

■環日本海地域における国際環境協力の推進

　・エコドライブ推進運動費
　　  エコドライブとやま推進協議会の開催、エコドライブ体験会の開催

　・ＮＯＷＰＡＰ推進事業
　　　ＮＯＷＰＡＰと連携した海洋生物多様性保全や富栄養化対策等の推進等

　・資料館情報発信事業
　　　「資料館だより」やメールマガジン、印刷物を活用して資料館情報を提供

R3
(2021年度)

　・地下水保全活動実践促進事業（再掲）
　　　地下水位低下時に注意報/警報を発令し、地下水利用者に対し節水への協力を呼びかけ

　・海岸清掃体験バスツアー
　　　上流域から海岸まで川の流れに沿って海岸漂着物の実態を知り、海岸清掃を行うツアーの実施

(3)イタイイタイ病の教
訓等の後世への継承
と国内外への情報発
信

　・イタイイタイ病を考える県民フォーラム事業
　　　イタイイタイ病に関する普及啓発イベントを開催

　・特別企画展
　　　春の特別企画展「『あの日あの時』写真展」を実施

　・【拡】みんなできれいにせんまいけ大作戦事業
　　　市町村と連携した清掃美化活動を推進する運動、岐阜県と連携した海岸漂着物対策の実施

　・海洋教育推進事業（再掲）
　　　学校での「海洋教育」を支援する海洋教育Webアプリを用いた出前授業や海洋教育の普及啓発
　　　を実施

　・【拡】北東アジア地域自治体連合（ＮＥＡＲ）環境分科委員会推進事業
　　　ＮＥＡＲ環境分科委員会を開催し、「2016とやま宣言」を踏まえた取組みの実施状況や今後の
　　　プロジェクトなどを協議

■イタイイタイ病に関する国内外への情報発信
　・外国語対応ホームページの運用
　　　５カ国語（日本語、英語、中国語（簡体字・繁体字）、韓国語、ロシア語）に対応したホームページで
　　　イタイイタイ病に関する情報を国内外に発信

　・【拡】漂着物の発生抑制に関する学習・啓発事業
　　　国際的な海岸漂着物の調査活動体験等を通じた発生抑制の促進、漂着物アート展を通じた
　　　普及啓発、北東アジア地域の自治体等の関係者が事例発表や情報交換を行う会議を開催

■イタイイタイ病関係資料の継承

　・資料館でのイタイイタイ病関係資料の収集・保存、収蔵資料のデータベース化

■イタイイタイ病の教訓の継承
　・イタイイタイ病語り部事業
　　　資料館で貴重な実体験を自らの言葉で話していただく「語り部」の講話等を実施

　・資料館に来て・見て・学ぼう事業
　　　学校の課外学習の積極的な受入れ、子ども向け学習イベントの開催、副読本の配付等による
　　　学校での授業支援を実施

■展示設備システム等の更新

　・富山湾リモートセンシング事業
　　　人工衛星を活用した遠隔観測技術による富山湾沿岸部の海草藻場分布の推定

　・北東アジア青少年環境活動リーダー育成事業
　　　北東アジア地域の青少年による意見交換や環境保全活動を実施し、次世代のリーダーを育成

　・北東アジア地域環境ポスター展推進事業
　　　北東アジア地域の子どもたちの環境ポスターを集め、中国山西省で展示会を開催

環日本海地域の環境協力を目的とした交
流人数

環日本海地域の環境協力を目的として、県や（公
財）環日本海環境協力センター等が実施する技術
研修員受入れ、専門家派遣、国際会議開催等によ
り交流した人数

※現況：※ 新型コロナウイルス感染拡大防止のた
め、オンライン開催された国際会議等に参加した人
数

■北西太平洋地域海行動計画（ＮＯＷＰＡＰ）に対する協力の推進

　・ＮＯＷＰＡＰ協力事業
　　　ＮＯＷＰＡＰ　ＲＣＵ富山事務所の運営協力、パネル展示等によるＮＯＷＰＡＰの広報

R8
(2026年度)


